
❼ 
日
本
対
が
ん
協
会
連
携
事
業

❻ 
健
診
保
健
指
導
支
援
協
議
会
事
業

❺ 

調
査
研
修
事
業

❹ 

脳
卒
中
調
査
事
業

❸ 

健
康
情
報
管
理
事
業

❷ 

健
康
診
査
事
業

❶ 

普
及
啓
発
事
業

健
康
づ
く
り
財
団

　七
つ
の
柱

新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
事
業
内
容

● 

特
定
健
診
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

● 

こ
れ
か
ら
の
喫
煙
対
策
に
向
け
て

　 

〜
近
年
の
た
ば
こ
事
情
＆
新
潟
県
の
現
状
１
〜

● 

新
潟
県
腎
臓
病
患
者
友
の
会
活
動
と
は

　 《
患
者
の
立
場
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
》

● 

新
潟
県
糖
尿
病
対
策
推
進
会
議
の
概
要

● 

平
成
26
年
度
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
主
要
行
事
予
定
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特
定
健
診
を
活
用
し
た

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

新
潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
腎
医
学
医
療
セ
ン
タ
ー
　
特
任
教
授

丸

山

弘

樹

１　
慢
性
腎
臓
病

（chronic kidney disease: CKD
）

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
主
な
原
因
は
、
糖
尿
病
、
高

血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
、
高
尿
酸
血
症
な

ど
の
生
活
習
慣
病
で
あ
る
。
日
本
の
成
人

で
は
、
８
人
に
１
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ
る
。

生
活
習
慣
病
患
者
で
は
さ
ら
に
高
い
頻
度

で
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
基
本
は
こ
れ

ら
の
生
活
習
慣
病
対
策
で
あ
る
。保
健
師
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
普
段
の
指
導
、
か
か

り
つ
け
医
の
日
常
診
療
そ
の
も
の
が
Ｃ
Ｋ

Ｄ
対
策
で
あ
る
。

２　
望
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
の
改
善

望
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
の
改
善
は
、

現
代
社
会
の
難
問
で
あ
る
。
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
生
活
習
慣
と
向
き
合
っ
て
解

い
て
ゆ
く
し
か
な
い
。
医
療
従
事
者
が
市

民
と
と
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目

的
は
、
改
善
に
向
け
て
主
体
的
に
動
い
て

も
ら
う
こ
と
。
正
し
い
こ
と
を
言
う
だ
け

で
は
こ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
難
し

い
。
実
に
奥
が
深
い
。
こ
れ
に
正
面
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
の
が
保
健
師
な
ど
で

あ
る
。

３　
一人
ひ
と
り
に
、
適
切
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策

健
診
と
い
う
と
個
人
で
は
な
く
、
会

社
、
地
域
と
い
っ
た
集
団
で
捉
え
て
し
ま

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
し
か
し
、
生
活
習

慣
、
生
活
習
慣
病
の
有
無
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
違
う
。
一
人

ひ
と
り
に
適
切
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
が
必
要
に

な
る
。
一
方
的
な
指
導
で
は
な
く
、
訊
い

て
気
づ
き
あ
う
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か

と
思
う
。
訊
き
な
が
ら
、
自
分
の
生
活
で

は
、
運
動
に
相
当
す
る
の
は
何
か
、
食
事

の
課
題
は
何
か
を
把
握
し
、
主
体
的
な
改

善
に
繋
が
る
会
話
が
で
き
れ
ば
よ
い
と
思

う
。医
師
だ
け
で
は
で
き
な
い
。保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
の
個
別
対
応
が
欠
か
せ

な
い
。

４　
特
定
健
診
を
活
用
し
た
連
携
と
課
題

特
定
健
診
は
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
な

ど
の
市
町
村
の
健
診
担
当
者
、
か
か
り
つ

け
医
、
腎
専
門
医
な
ど
、
所
属
も
職
種
も

異
な
る
医
療
従
事
者
の
連
携
に
よ
っ
て
そ

の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
。

特
定
健
診
の
流
れ
で
は
下
流
に
位
置
す

る
医
師
に
は
、
上
流
で
励
む
関
係
者
の
姿

が
見
え
に
く
く
、
特
定
健
診
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
づ
ら
い
の
で

は
な
い
か
。

健
診
後
の
保
健
師
な
ど
の
受
診
勧
奨

は
、
患
者
だ
け
で
な
く
受
診
先
の
医
師
か

ら
も
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
も
ら
う
も

の
。
保
健
師
な
ど
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
連
携
は
、
こ
の
よ
う

な
思
い
を
受
け
止
め
合
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
う
。

関
係
者
は
、
特
定
健
診
の
一
連
の
流
れ

を
俯
瞰
し
、
全
体
像
を
捉
え
る
こ
と
で
、

自
分
の
役
割
を
認
識
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
互
い
の
存
在
（
役
割
）
に
目
を
向
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　５　
新
潟
県
の
中
長
期
計
画

自
覚
症
状
が
な
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発
見
に
は

健
診
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
有
効
で

あ
る
。
新
潟
県
で
は
、
健
康
に
い
が
た
21

（
第
２
次
）
に
併
せ
て
、
中
長
期
計
画
と

し
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
４
年
計
画
で
、

地
域
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
体
制
を
整
備
し
な

が
ら
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

１
年
目
（
平
成
25
年
度
）、
新
潟
県
福

祉
保
健
部
は
検（
健
）診
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

参
考
資
料
と
し
て
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
進
展
予
防

の
た
め
の
判
定
基
準
及
び
対
応
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
（
図
１
）、
診
療
依
頼
書
（
Ｃ

Ｋ
Ｄ
判
定
基
準
等
に
係
わ
る
調
査
依
頼
）

兼
結
果
通
知
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ
に
私

も
関
わ
っ
た
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
は
、

平
成
30
年
度
の
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の

改
訂
時
に
法
定
項
目
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
新
潟
県
で
は
、
特
定
健
診
で
ク
レ
ア

チ
ニ
ン
検
査
を
全
市
町
村
で
実
施
し
て
い

る
。
一
部
市
町
村
で
は
判
定
基
準
に
ｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
値
を
採
用
し
て
い
る
。

２
年
目
（
平
成
26
年
度
）
以
降
、
こ
の

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
た
地
域
単
位

で
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
を
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。
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わ
ら
な
い
。
地
域
ご
と
に
顔
が
見
え
る
関

係
を
築
く
こ
と
で
解
決
で
き
る
。
毎
年
、

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
全
体
像
を
捉
え

て
自
分
の
役
割
を
認
識
す
る
場
が
必
要
で

あ
る
。
鍵
を
握
る
の
は
地
域
の
腎
専
門
医

で
あ
る
。地
域
医
師
会
と
協
力
し
な
が
ら
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た

い
。

 ２）　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
役
割

生
活
習
慣
病
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
原
因
で
あ
る

こ
と
を
知
り
、
自
分
の
生
活
習
慣
（
食
習

慣
、
運
動
習
慣
）
に
目
を
向
け
る
。
病
気

を
得
て
自
分
と
向
き
合
う
の
は
つ
ら
い
。

保
健
師
、
医
師
の
力
を
借
り
な
が
ら
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

 ３）　
市
町
村
健
診
担
当
者
（
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
な
ど
）
の
役
割

健
診
後
に
対
応
が
必
要
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者

の
過
半
数
は
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
保
健
指

導
判
定
値
の
患
者
で
あ
ろ
う
。
保
健
指
導

は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
対
策
の
中
核
で
あ
る
。
受

診
勧
奨
判
定
値
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
を
医
療
機

関
に
繋
ぐ
。

 ４）　
医
師
の
役
割

受
診
勧
奨
に
従
っ
て
、
訪
ね
て
き
た
患

者
の
思
い
に
応
え
た
い
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
生
活

習
慣
病
で
あ
り
継
続
的
診
療
が
必
要
で
あ

る
。
望
ま
し
く
な
い
生
活
習
慣
を
持
っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
安
易
に
「
こ
の
程
度

な
ら
来
な
く
て
大
丈
夫
」
と
言
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
の
一
言
が
患
者
と
健
診
シ

ス
テ
ム
に
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
。

（１） 
か
か
り
つ
け
医
の
役
割

か
か
り
つ
け
医
へ
受
診
勧
奨
さ
れ
る
Ｃ

Ｋ
Ｄ
患
者
は
保
健
指
導
対
象
者
の
半
数
以

下
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
診
療
は
生

活
習
慣
病
の
診
療
が
主
体
で
あ
る
。
Ｃ
Ｋ

Ｄ
は
心
疾
患
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ

る
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
検
査
と
し
て
尿
蛋
白
、
ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ
を
加
え
て
も
ら
う
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
Ｇ
３

ｂ
以
降
（
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ <

45
）
で
は
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
の
合
併
症
が
現
れ
る
の
で
腎
専
門
医

と
病
診
連
携
で
診
療
に
当
た
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

（２） 

腎
専
門
医
の
役
割

腎
専
門
医
へ
受
診
勧
奨
さ
れ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ

患
者
は
、
か
か
り
つ
け
医
へ
受
診
勧
奨
さ

れ
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
半
数
以
下
で
あ
ろ

う
。ｅ

Ｇ
Ｆ
Ｒ <

45
で
は
腎
性
貧
血
、
低

ア
ル
ブ
ミ
ン
血
症
、
二
次
性
副
甲
状
腺
機

能
亢
進
症
、
高
Ｐ
血
症
、
低
Ca
血
症
、
高

Ｋ
血
症
、
代
謝
性
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
浮
腫

な
ど
、
い
く
つ
も
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
合
併
症
が
認

め
ら
れ
る
。
腎
専
門
医
が
こ
れ
ら
に
早
期

か
ら
対
処
す
る
こ
と
で
進
行
速
度
を
小
さ

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
腎
炎
の
診
療
は

腎
専
門
医
が
担
う
。
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ <

20
で

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
腎
機
能
障
害
３

級
）、
県
障
医
療
受
給
者
証
を
申
請
で
き

る
。新

潟
県
の
大
き
な
利
点
は
、
全
域
に
新

潟
大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
腎
・

膠
原
病
内
科
（
成
田
一
衛
教
授
）
関
連
の

腎
専
門
医
が
赴
任
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

図１. 慢性腎臓病（CKD）進展予防のための判定基準及び対応フローチャート

６　
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
活
用
し
た
地
域

単
位
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策

 １）　
顔
が
見
え
る
関
係

ス
ム
ー
ズ
な
受
診
勧
奨
に
は
、
誰
に
診

て
も
ら
え
ば
よ
い
の
か
、
地
域
の
誰
が
腎

専
門
医
で
誰
が
か
か
り
つ
け
医
な
の
か
、

保
健
師
な
ど
が
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

非
腎
専
門
医
で
あ
る
か
か
り
つ
け
医
が
Ｃ

Ｋ
Ｄ
診
療
に
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て
い

れ
ば
、
こ
の
誤
解
を
解
く
必
要
が
あ
る
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
は
日
常
診
療
と
大
き
く
は
変

＜高 血 圧 症＞ 血圧値130/80mmHg未満
　　　　　　 　降圧にはACE阻害薬/ARBを第１選択とする
＜ 糖 尿 病 ＞ 血糖をHbA1c6.9％未満
＜脂質異常症＞ LDLコレステロール120mg/dl未満
＜ そ の 他 ＞ 生活習慣（禁煙、肥満の是正、減塩）

３疾患コントロール目標

蛋白（－）（±）
かつ

60≦eGFR

判　定 異常なし 保健指導
判定値

受診勧奨判定値 
①かかりつけ医 ②腎専門医

蛋白（－）（±）
かつ

50≦eGFR＜60

蛋白（－）（±）
かつ

45≦eGFR＜50
･･･①－1

　eGFR＜45
･･･②－1

蛋白（+）
かつ

45≦eGFR
･･･①－1

　eGFR＜45　
･･･②－1

「蛋白（++）以上」
･･･②－2

「蛋白（+）かつ
血尿（+）以上」

･･･②－3

eGFR（推算糸
球体ろ過量）
(ml/min/1.73
㎡)と尿蛋白

①かかりつけ医による、生活習慣改善指導及び他所見を
　含めた生活習慣病の治療。
②腎専門医による、腎障害に伴う多くの合併症出現の
　可能性が高く、早期の対処が必要。

②－１： 腎障害に伴う多くの合併症出現の
 可能性が高く、早期の対処が必要
②－２： 腎生検の検討
②－３： 腎予後が不良

○ 慢性腎臓病のハイリスクとなる生活習慣病及び
　 生活習慣を改善するための支援
○ 特定健診継続受診による経時的観察

３疾患治療の必要性
（高血圧、糖尿病、脂質異常症）

○ 生活習慣改善指導 ○ 生活習慣病からの重症化を防ぐための
　 生活習慣改善指導と治療継続

〈共通〉　○ 概ね半年に１回、尿蛋白、eGFRを確認し、上記②に
　　　　　 該当する場合は、腎専門医に紹介し連携して治療する。
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た
ば
こ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
こ
の
10

年
で
急
速
、
か
つ
大
き
く
変
化
し
て
き

ま
し
た
。
新
潟
県
内
で
も
、
学
校
の
敷

地
内
禁
煙
化
（
２
０
０
２
年
に
妙
高
高

原
町
が
開
始
し
、
２
０
０
４
年
以
降
県

内
に
拡
大
）、
上
越
新
幹
線
（
２
０
０
７

年
）
や
タ
ク
シ
ー
（
２
０
０
８
年
）
の
禁

煙
化
、
新
潟
市
の
路
上
喫
煙
制
限
地
区

（
２
０
０
８
年
）
の
指
定
、
禁
煙
外
来
の

増
加
、
成
人
喫
煙
率
の
低
下
な
ど
様
々
な

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
本
稿
で
は
た
ば
こ

に
関
す
る
近
年
の
話
題
に
つ
い
て
２
回
に

わ
た
っ
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数

年
間
６
８
０
０
人

厚
生
労
働
省
（
以
下
厚
労
省
）
研
究
班

が
、
２
０
１
０
年
９
月
に
「
受
動
喫
煙
に

よ
る
死
亡
者
は
年
間
６
８
０
０
人
の
ぼ

る
」
と
い
う
試
算
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
の
３
６
０
０
人
は
職
場
で
の
受
動

喫
煙
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
と
の
結
果
で

あ
り
、
職
場
に
お
け
る
喫
煙
対
策
の
さ
ら

な
る
推
進
が
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
安
全
レ
ベ
ル
な
し

基
本
方
針
は
全
面
禁
煙
！

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
「
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
重

大
な
疾
患
を
引
き
起
こ
す
受
動
喫
煙
に
は

安
全
レ
ベ
ル
が
存
在
し
な
い
」
と
し
て
い

ま
す
。

厚
労
省
は
２
０
１
０
年
２
月
の
健
康
局

長
通
知
（「
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い

て
」）
に
て
、「
受
動
喫
煙
の
健
康
へ
の
悪

影
響
に
つ
い
て
は
科
学
的
に
明
ら
か
」
と

し
て
、
多
数
の
者
が
利
用
す
る
公
共
の
空

間
は
「
原
則
と
し
て
全
面
禁
煙
で
あ
る
べ

き
」
と
い
う
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し

た
。さ

ら
に
「
少
な
く
と
も
官
公
庁
や
医
療

施
設
に
お
い
て
は
、
全
面
禁
煙
と
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
」と
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、

本
通
知
以
降
の
２
年
間
で
自
治
体
庁
舎
等

の
禁
煙
化
が
進
み
ま
し
た
。

現
在
、
47
都
道
府
県
の
７
割
以
上
に
あ

た
る
33
道
府
県
庁
舎
で
全
面
禁
煙
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
政
令
市
の
庁
舎
の
50
％
が

実
施
済
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
は
た
ば
こ
対
策
後
進
県
？

と
こ
ろ
が
、
新
潟
県
で
は
県
庁
舎
及
び

政
令
市
の
新
潟
市
役
所
庁
舎
は
い
ま
だ
に

禁
煙
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
新
潟
県
、
新

潟
市
と
も
、「
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施
設
登

録
制
度
」
を
展
開
し
、
禁
煙
も
し
く
は
基

準
を
満
た
し
た
分
煙
を
実
施
し
て
い
る
施

設
を
認
証
す
る
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
自

身
は
分
煙
施
設
と
し
て
の
基
準
も
満
た
し

て
お
ら
ず
登
録
で
き
な
い
レ
ベ
ル
な
の
で

す
。
国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
全
国
の
自

治
体
が
全
面
禁
煙
化
を
推
進
し
て
い
る
現

在
、
大
変
残
念
な
が
ら
本
県
は
喫
煙
対
策

後
進
県
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。た

だ
し
新
潟
市
で
は
現
在
策
定
中
の

『
新
潟
市
健
康
づ
く
り
推
進
基
本
計
画（
第

２
次
）』（
最
終
案
）
に
お
い
て
「
市
役
所

関
係
庁
舎
の
全
面
禁
煙
を
目
指
し
ま
す
」

と
の
文
言
が
入
り
ま
し
た
。
今
後
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
庁
や
新
潟
市
役
所
の
禁
煙
化
は
、
県

内
の
市
町
村
や
公
共
団
体
の
禁
煙
化
推
進

に
直
結
し
ま
す
。
ま
た
庁
舎
禁
煙
は
新
潟

県
内
で
は
ま
だ
ま
だ
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー

が
あ
り
ま
す
の
で
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

広
く
そ
の
重
要
性
、
必
要
性
が
伝
わ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
民
間
企
業
へ
の
禁
煙
化
拡

大
も
十
分
期
待
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
波

及
効
果
、
影
響
力
を
考
え
れ
ば
、
設
備
投

資
不
要
の
低
コ
ス
ト
対
策
で
あ
る
県
庁
、

市
役
所
の
禁
煙
化
は
、
新
潟
県
の
喫
煙
対

策
推
進
に
向
け
て
最
も
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
よ
い
事
業
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

タ
バ
コ
の
煙
も
Ｐ
Ｍ
2.5

さ
て
、
受
動
喫
煙
に
つ
い
て
も
う
ひ
と

つ
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

現
在
中
国
で
は
北
京
市
や
上
海
市
な
ど

こ
れ
か
ら
の
喫
煙
対
策
に
向
け
て

～
近
年
の
た
ば
こ
事
情
＆
新
潟
県
の
現
状
１
～

新
潟
大
学
医
学
部
保
健
学
科
　
教
授

関
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の
Ｐ
Ｍ
2.5
に
よ
る
大
気
汚
染
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
2.5
は
大

気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
直
径
2.5
㎛
未
満
の

微
粒
子
の
総
称
で
す
。
粒
子
径
が
小
さ
い

た
め
に
吸
い
込
む
と
肺
の
奥
ま
で
到
達

し
、
肺
が
ん
や
気
管
支
喘
息
な
ど
の
呼
吸

器
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
循
環
器
疾
患
な
ど

の
原
因
に
も
な
り
、
Ｐ
Ｍ
2.5
濃
度
が
10
㎍

／
㎥
上
昇
す
る
と
、
地
域
住
民
の
死
亡
率

が
６
％
増
加
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
。
２
０
０
９
年
に
は
日
本
で
も
環
境

基
準
（
１
年
平
均
値
15
㎍
／
㎥
以
下
か
つ

１
日
平
均
値
35
㎍
／
㎥
以
下
）
が
設
定
さ

れ
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
北
京

市
及
び
周
辺
地
域
に
お
け
る
２
０
１
３
年

の
年
間
平
均
Ｐ
Ｍ
2.5
濃
度
は
１
０
６
㎍
／

㎥
で
あ
り
、
日
本
の
環
境
基
準
の
約
７
倍

に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
今
年
に
入
っ
て
も
１

～
２
月
に
は
北
京
市
で
中
国
政
府
に
よ
る

大
気
汚
染
基
準
と
し
て
は
最
悪
レ
ベ
ル

「
厳
重
汚
染
（
２
５
０
～
５
０
０
以
上
㎍

／
㎥
）」（
屋
外
活
動
中
止
を
勧
告
）
の
日

が
続
き
、
時
間
帯
や
地
域
に
よ
っ
て
は
厳

重
汚
染
レ
ベ
ル
を
超
え
る
６
０
０
㎍
／
㎥

以
上
と
い
う
日
本
の
環
境
基
準
の
お
よ
そ

20
倍
の
測
定
値
も
確
認
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
す
。

健
康
影
響
の
面
か
ら
、
日
本
で
も
中
国

か
ら
の
Ｐ
Ｍ
2.5
飛
来
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
り
、２
０
１
３
年
２
月
に
は
環
境
省
が
、

『
注
意
喚
起
の
た
め
の
暫
定
的
な
指
針
』

と
し
て
「
70
㎍
／
㎥
を
超
え
る
場
合
は
不

要
不
急
の
外
出
や
屋
外
で
の
激
し
い
運
動

を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
」
な
ど
を
設
定
し

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
Ｐ
Ｍ
2.5
の
測
定
情

報
は
環
境
省
の
「
そ
ら
ま
め
君
（
大
気
汚

染
物
質
広
域
監
視
シ
ス
テ
ム
）」
や
自
治

体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
、
２
０
１
４
年
４

月
の
新
潟
県
内
観
測
点
に
お
け
る
Ｐ
Ｍ
2.5

の
平
均
値
は
17
㎍
／
㎥
で
す
。
ま
た
最
近

は
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
も
大
気
汚
染

情
報
と
し
て
Ｐ
Ｍ
2.5
拡
散
予
測
な
ど
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
Ｐ
Ｍ
2.5
＝
大
気
汚
染
と
考
え

て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
す
が
、
た
ば
こ
の

煙
も
典
型
的
な
Ｐ
Ｍ
2.5
な
の
で
す
。

環
境
省
は
「
た
ば
こ
の
煙
に
は
多
く

の
有
害
な
微
小
な
粒
子
が
含
ま
れ
て
お

り
、
全
席
喫
煙
の
飲
食
店
や
喫
煙
室
内
の

Ｐ
Ｍ
2.5 

濃
度
は
数
百
μ
ｇ
／
㎥ 

に
及
ぶ

こ
と
も
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
微
小
粒
子
状
物

質
（
Ｐ
Ｍ
2.5
）
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問

（
Ｑ 

＆ 

Ａ
）
よ
り
）。
喫
煙
室
に
つ
い
て

産
業
医
科
大
学
の
大
和
先
生
は
、
利
用
者

が
多
い
昼
休
み
の
時
間
帯
に
Ｐ
Ｍ
2.5
が

３
０
０
０
㎍
／
㎥
ま
で
上
昇
し
た
事
例
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
職
場

の
喫
煙
室
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
喫
煙
可
の
喫
茶
店
や
居
酒
屋
に
お

け
る
Ｐ
Ｍ
2.5
濃
度
は
環
境
省
に
よ
る
外
出

自
粛
な
ど
の
注
意
喚
起
目
安（
70
㎍
／
㎥
）

を
軽
く
超
え
て
お
り
、
店
舗
利
用
者
へ
の

健
康
影
響
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ
の
濃

度
に
長
時
間
さ
ら
さ
れ
る
従
業
員
の
リ
ス

ク
は
看
過
で
き
な
い
レ
ベ
ル
な
の
で
す
。

目
指
そ
う
飲
食
店
の
禁
煙
化
！
日
本
人
の

８
割
以
上
は
タ
バ
コ
を
吸
い
ま
せ
ん

最
新
の
喫
煙
率
調
査
に
よ
れ
ば
成
人
喫

煙
率
は
20
・
９
％
（
２
０
１
３
年
、
Ｊ
Ｔ

調
査
）
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
子
ど
も

を
含
め
れ
ば
日
本
人
の
80
％
以
上
が
た
ば

こ
を
「
吸
わ
な
い
」
の
で
す
。
さ
ら
に
、

喫
煙
者
で
も
３
人
に
１
人
は
「
食
事
時
の

他
人
の
煙
は
い
や
」
と
感
じ
て
い
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
実
は
飲
食
店
の
全
面

禁
煙
化
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
対
策
と

い
え
る
の
で
す
。

一
方
「
全
面
禁
煙
に
す
る
と
売
り
上
げ

が
減
っ
て
し
ま
う
の
が
心
配
」
と
の
声
も

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
愛
知
県
が
県
内
の
飲

食
店
を
対
象
に
行
っ
た
「
受
動
喫
煙
防
止

対
策
実
施
状
況
調
査
」
で
は
、
禁
煙
実
施

店
舗
（
１
１
６
３
店
舗
）
に
お
け
る
禁
煙

化
後
の
来
客
数
、
売
上
は
い
ず
れ
も
「
禁

煙
前
と
変
化
が
な
か
っ
た
」
と
の
回
答
が

95
％
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
禁
煙
化
に
よ

る
経
営
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
外
の
レ
ビ
ュ
ー
で
も
バ
ー
や
レ

ス
ト
ラ
ン
の
禁
煙
化
は
経
営
に
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

店
舗
利
用
者
の
多
く
の
方
は
喫
煙
者
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
や
赤
ち
ゃ
ん
、

お
年
寄
り
に
優
し
い
施
設
と
し
て
、
さ
ら

に
は
従
業
員
の
健
康
を
守
り
、壁
や
天
井
、

家
具
の
美
し
さ
を
キ
ー
プ
す
る
た
め
に
も

飲
食
店
の
み
な
さ
ま
全
面
禁
煙
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
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今
私
達
の
お
仲
間
は
、
全
国
に
32
万
人

の
腎
臓
病
患
者
が
人
工
透
析
治
療
を
受
け

な
が
ら
社
会
復
帰
を
し
、
人
生
を
送
っ
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
間
全
国
で
２
～
３
万
人
と
い
わ
れ
る

方
々
が
腎
不
全
状
態
で
透
析
治
療
に
導
入

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
で
は
、
特
に

最
近
は
生
活
習
慣
か
ら
来
る
糖
尿
病
性
腎

症
の
患
者
が
65
％
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
数

が
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ち
な
み

に
県
内
で
は
５
０
０
０
人
か
ら
の
透
析
患

者
が
日
々
通
院
治
療
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
驚
く
こ
と
に
全
国
に
は
予
備
軍
と

い
わ
れ
る
方
々
が
２
０
０
０
万
人
と
も

３
０
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
、
大
変
な
医

療
費
負
担
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
状
況
を
私
達
は
と
て
も
憂
慮
し

て
い
ま
す
。
医
療
の
進
歩
に
よ
り
透
析
治

療
自
体
は
確
立
し
た
も
の
に
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
日
々
一
日
お
き
に
通
院
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
困
難
さ
は
図
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、「
な
っ
て
し
ま
っ

た
患
者
の
立
場
か
ら
何
か
お
手
伝
い
が
で

き
な
い
も
の
か
」、「
何
か
み
な
さ
ん
に
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
」と
、

日
々
取
り
組
み
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。そ

の
１
つ
が
慢
性
腎
臓
病
予
防
対
策

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
）に
つ
い
て
、
県
行
政
、
市

町
村
行
政
と
一
緒
に
な
っ
て
広
報
活
動
に

取
り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。毎

年
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
対
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
申
し
上
げ
て
い
る
こ
と

は
、「
健
康
診
断
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
当

然
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
こ
と
が
も
っ
と

も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
是
非
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ど
ん
な
病
気
で
も
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
大
事
で
す
が
、
特
に
慢
性
腎
臓
病
に

関
し
て
は
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
に
よ

り
、
予
防
、
現
状
維
持
が
可
能
に
な
り
、

透
析
治
療
に
な
る
こ
と
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対
応
す

る
薬
品
の
進
歩
や
生
活
を
少
し
改
善
す
る

こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
状
態
を
維
持
し
安

定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

来
た
か
ら
で
す
。

簡
単
な
検
査
で
そ
れ
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。
ま
ず
尿
検
査
で
の
タ
ン
パ
ク
尿
数

値
を
確
認
し
、
少
し
で
も
タ
ン
パ
ク
尿
が

確
認
さ
れ
た
ら
、
腎
臓
内
科
医
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
血
液
検
査
を
受

け
る
こ
と
で
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
数
値（
腎
機

能
）が
ど
の
よ
う
な
状
態
か
が
簡
単
に
わ

か
り
、
異
常
が
発
見
さ
れ
た
ら
、
同
時
に

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
数
値（
濾
過
機
能
）に
よ
り
現
在

の
腎
臓
機
能
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
状
態
を
し
っ
か
り
自
覚
し
、
そ

の
中
で
少
し
今
の
食
生
活
を
改
善
す
る
こ

と
に
よ
り
、
進
行
を
止
め
、
悪
化
さ
せ
る

こ
と
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

以
上
悪
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
何
と
か
現

状
を
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
は
定
期
的
な
腎
臓
内
科
医

で
の
検
査
を
受
け
、
現
状
に
合
っ
た
薬
の

調
合
を
し
て
い
た
だ
き
、
根
気
強
く
継
続

し
て
行
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
一
人
で
は

継
続
が
心
配
で
す
が
、
各
市
町
村
に
は
保

健
師
さ
ん
が
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
生

活
指
導
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
二
人
三
脚
で
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
当
然
な
が

ら
ご
家
族
の
協
力
が
必
要
で
す
、
食
生
活

の
改
善
が
何
よ
り
大
事
で
す
か
ら
。

自
覚
症
状
が
な
い
症
状
が
腎
臓
病
で

す
。
暴
飲
暴
食
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
十
分

な
睡
眠
、
適
度
な
運
動
、
血
圧
測
定
の
継

続
、
そ
し
て
定
期
的
な
健
診
受
診
が
、
あ

な
た
の
腎
臓
を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
く
れ

ま
す
。
腎
臓
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
私
達

が
お
伝
え
で
き
る
こ
と
は
、「
お
身
体
を
大

切
に
い
た
わ
り
な
が
ら
無
理
の
な
い
人
生

を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
い
」
こ
と
で
す
。

医
療
の
進
歩
に
感
謝
し
な
が
ら
、
な
ら

な
い
た
め
に
は
自
分
自
身
の
生
活
を
見
つ

め
直
し
て
、
今
日
か
ら
改
善
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。
充
分
ご
自
愛
さ
れ
い
つ
ま
で
も

お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
腎
臓
病
患
者
友
の
会
活
動
と
は

《
患
者
の
立
場
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
》

新
潟
県
腎
臓
病
患
者
友
の
会
　
会
長

馬

場

　

享
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新潟県糖尿病対策推進会議の概要
■ 設立経緯

本県の糖尿病対策を一元的に推進するため、従来から設置されている県医師会所管の「新潟県糖尿病対策
推進会議」及び県健康づくり財団所管の「新潟県糖尿病検診研究会」を発展的に解消し一体化することが両
会で承認され、平成２６年度から新たな組織で実施することになりました。

■ 名称等
名称は「新潟県糖尿病対策推進会議」とし、「新潟県健康づくり財団」が事務局を所管します。

■ 発足理事会
平成２６年５月１４日（水）に第１回の理事会を開催し、役員、組織、予算、事業内容、規約等について新役

員から承認をいただき、新たな体制でスタートしました。

■ 本会組織
下図のとおり、“理事会”を本会の中枢組織とし、理事会で予算や事業等について審議し、結果を日本

医師会・総会等に報告します。
理事会の下に、“幹事会”を置き、幹事会の下に更に「普及啓発部会」、「調査研究部会」、「人材育成部会」

の３部会を設置し、各部会で企画立案を行い円滑な事業運営に努めます。

≪各部会設置目的≫
●普及啓発部会・・・糖尿病に関する知識の普及啓発事業を行う
●調査研究部会・・・糖尿病に関する調査研究事業を行う
●人材育成部会・・・糖尿病患者に接する医療スタッフの人材育成事業を行う
 ※「地域連携事業」については、３部会横断で連携して実施
 　部会は、医師・歯科医師・団体代表・行政職員・薬剤師・栄養士等を委員として構成

■ 最後に
今後、新たな体制での推進に当たっては、これまでの事業を受け継いだ上で、更に発展させるよう取り組み、

本会の糖尿病対策推進という所期の目的の達成を目指します。従前の「新潟県糖尿病検診研究会」の団体・
個人会員の皆様におかれましては、引き続き、会員としてご協力をいただくとともに、未会員の皆様におかれまし
ては、本会の趣旨をご理解の上、ご入会いただきますよう、よろしくお願いいたします。

新潟県糖尿病対策推進会議役員名簿
平成２６年５月１４日現在

役職名 氏　名 所　属　・　役 職 等
会　長 渡部　透 新潟県医師会長
副会長 佐藤幸示 新潟県労働衛生医学協会医師

〃 曽根博仁 新潟大学大学院医歯学総合研究科
血液・内分泌・代謝内科学 教授

〃 成田一衛 新潟大学大学院医歯学総合研究科
腎膠原病内科学 教授　

〃 吉沢浩志 新潟県医師会副会長
理　事 稲富道知 新潟県歯科医師会常務理事

〃 上村伯人 上村医院院長
〃 坂西　清 新潟県臨床検査技師会副会長
〃 高木　顯 新潟県健康づくり財団専務理事
〃 高橋慶一 高橋医院院長
〃 竹野敏彦 新潟県薬剤師会常務理事
〃 藤田和子 新潟県看護協会副会長
〃 村山稔子 新潟県栄養士会医療事業部副部長
〃 八幡和明 厚生連長岡中央綜合病院副院長
〃 山﨑　理 新潟県福祉保健部副部長

監　事 後藤　博 新潟県検診機関協議会循環器検診検討部会委員長
〃 田﨑哲也 嵐南メジカルセンター長

（敬称略・役職名での五十音順）

新潟県糖尿病対策推進会議組織図

報　告

新潟県糖尿病対策推進会議（理事会）

幹　事　会

地 域 連 携 事 業

幹事：各部会長 ・ 副部会長、+α（最大４人）

普及啓発部会

● 糖尿病ウォークラリー
● 糖尿病を知る集い
● 患者会との連携
● 病診連携事業
● 市民公開講座

● 糖尿病検診研究会
● 新潟県糖尿病対策推
 進会誌（仮題）の作成
● 総会シンポジウム・特
 別講演企画
● ガイドライン作成
● 医科歯科連携事業

● 新潟糖尿病スタッフ
 セミナー
● 新潟県地域糖尿病療
 養指導士育成
● 新潟県地域糖尿病療
 養指導士に対するス
 キルアップセミナー

部会長　佐藤幸示 部会長　上村伯人 部会長　八幡和明
調査研究部会 人材育成部会

事務局：（公財）新潟県健康づくり財団

● 理事の交替
● 事業報告　● 決算報告
● 事業計画　● 予算計画
● 他　報告事項

日本医師会

新潟県医師会

事
　
　業

事
　
　業

事
　
　業

総会：シンポジウム・特別講演
個人会員 団体会員 賛助会員



公益財団法人 新潟県健康づくり財団「陽光」　平成２６年７月 8

平
成
26
年
７
月
20
日
発
行　
編
集
発
行　
公
益
財
団
法
人
新
潟
県
健
康
づ
く
り
財
団
（
県
医
師
会
館
内
）　
新
潟
市
中
央
区
医
学
町
通
二
番
町
十
三
番
地　
電
話
０
２
５ 

ー 

２
２
４ 

ー 

６
１
６
１

平成２６年度新潟県健康づくり財団の主要行事予定
開催時期 事　　業　　名 会　　　場

平成２６年 ４月 １１日 検診機関協議会平成２５年度事業決算監査 新潟市 新潟県医師会館
４月 ３０日 糖尿病検診研究会平成２５年度事業決算監査 　〃 　　　〃
５月 ９日 がん検診研究会平成２５年度事業決算監査 　〃 　　　〃
　　〃 第３回検診精度管理調査委員会 　〃 　　　〃
５月 １４日 第１回糖尿病対策推進会議理事会 　〃 　　　〃
５月 ２３日 県乳がん検討委員会小委員会 　〃 　　　〃
５月 ３０日 市町村健康診査等事務担当者研修会 　〃 技術士センタービルⅠ
６月 ６日 検診機関協議会平成２６年度定例総会 　〃 新潟県医師会館
６月 １０日 健康づくり財団平成２５年度事業及び決算監査 　〃 　　　〃
６月 ２０日 健康づくり財団第１２回定例理事会 　〃 　　　〃
６月 ２４日 健康づくり財団第９回定時評議員会 　〃 　　　〃
　　〃 健康づくり財団第１３回臨時理事会 　〃 　　　〃
６月 ２７日 糖尿病対策推進会議“普及啓発・調査研究部会” 　〃 がん予防総合センター
７月 １日 検診機関協議会第１回常任幹事会 　〃 新潟県医師会館
７月 ４・５日 細胞診研修会 　〃 　　　〃
７月 １７日 がん教育授業 　〃 東石山中学校
７月 ２２日 生活習慣病予防等功労者表彰選考委員会 　〃 新潟県医師会館
７月 ２4 日 検診機関協議会第２回常任幹事会 　〃 　　　〃
８月 ５日 がん検診研究会運営委員会 　〃 　　　〃
８月 ５日 乳がん予防講演会 津南町 津南町商工会
８月 ３０・３１日 ２４時間テレビチャリティブース出店 新潟市 万代シティ歩行者天国
９月 １～ 30 日 がん征圧月間・健康増進普及月間
９月 ２日 がん検診研究会理事会・運営委員会合同会議 新潟市 新潟県医師会館
９月 ４・５日 がん征圧全国大会 福岡市 アクロス福岡
１０月 ３日 第３１回がん征圧新潟県大会 上越市 リージョンプラザ上越
１０月 県乳がん検討委員会小委員会 新潟市 新潟県医師会館
１０月 健診保健指導支援協議会健診委員会 　〃 　　　〃
１１月 ３日 糖尿病対策推進会議“市民公開講座” 長岡市 ハイブ長岡
１１月 １８日 慢性腎臓病予防講演会 三条市 三条東公民館
１１月 ３０日 生活習慣病予防講演会 村上市 村上市教育情報センター
１１月 第２６回がん検診研究会総会 新潟市 新潟県医師会館
１１月 県・地域乳がん検討委員会合同会議 　〃 　　　〃
１２月 ４日 第１回糖尿病対策推進会議総会（設立総会） 　〃 　　　〃
　　〃 検診機関協議会中堅幹部職員養成研修（第２回） 　〃 未定
１２月 １８日 がん教育授業 津南町 津南中学校
１２月 乳がん検診セミナー 新潟市 新潟県医師会館

平成２７年 １月 平成２７年度健康診査事業合同打合せ会 新潟市 新潟県自治会館
２月 ６日 検診機関協議会中堅幹部職員養成研修（第３回） 　〃 新潟県医師会館
２月 第２回糖尿病対策推進会議理事会 　〃　　　　　〃
２月 第２回新潟県がん検診研究会理事会 　〃　　　　　〃
２月 がん検診セミナー（胃又は子宮がん） 　〃　　　　　〃
２月 県・地域肺がん検討委員会合同会議 　〃　　　　　〃
３月 ５日 検診従事職員研修会 　〃 チサンホテル
３月 健康づくり財団第１４回臨時理事会 　〃 新潟県医師会館
３月 健康づくり財団第１０回臨時評議員会 　〃　　　　　〃
３月 県前立腺がん検討委員会 　〃　　　　　〃
３月 糖尿病予防講演会 長岡市 未定
３月 検診機関協議会役員会 新潟市 新潟県医師会館

　表紙写真説明

ジュンサイの花あかりなる沼一つ　　古賀まり子

心地よい風が吹く中、手作りいかだに乗り一つ一つ丁寧に新芽
を摘んでいた。環境汚染で今は採れなくなった。昔日の思い出。

撮影場所　南魚沼市（旧六日町）上ノ原地内
撮 影 者　新潟市西蒲区巻甲　　髙田　進


